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3
月
に
入
り
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に

誘
わ
れ
て
、
ぶ
ら
り
と
母
校
を
訪
ね

ま
し
た
。
正
門
の
前
に
立
ち
、
枝
払

い
さ
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
大
木
を
見

上
げ
な
が
ら
、
本
校
の
歴
史
に
寸
分

思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。
著
名
な
る

鴨
長
明
は
「
行
く
河
の
流
れ
は
絶
え

ず
し
て
、
し
か
も
元
の
水
に
あ
ら

ず
」
と
方
丈
記
の
中
で
人
の
世
の
儚

さ
を
謳
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
、
県

の
森
に
は
三
万
人
余
の
若
人
が
其
々

に
集
ま
り
散
じ
て
、
絶
え
る
こ
と
の

な
い
河
の
流
れ
の
如
く
１
０
０
年
の

時
を
刻
み
、
地
域
に
根
を
張
り
、
地

域
に
愛
さ
れ
る
学
び
舎
と
し
て
、
他

に
代
え
が
た
い
伝
統
を
築
か
れ
ま
し

た
。
今
、
母
校
県
陵
は
地
域
で
一
番

の
人
気
校
と
な
り
、
男
女
間
わ
ず
憧

れ
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校

の
学
び
へ
の
取
り
組
み
方
針
は
、
先

生
方
の
熱
意
も
あ
っ
て
、
全
国
の
模

範
校
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
お
り
誇

ら
し
い
限
り
で
す
。

さ
て
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

（
仮
）ア
カ
デ
ミ
ー
館
の
建
設
が
遅
れ

て
お
り
ま
す
。
昨
今
の
円
安
、
物
価

高
な
ど
の
経
済
状
況
の
急
激
な
変
化

に
よ
り
、
建
設
資
材
が
高
騰
し
、
予

定
し
て
い
た
予
算
枠
で
の
着
工
が
困

難
に
な
り
ま
し
た
。
完
成
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
同
窓
生
や
生
徒
の
皆
さ

ん
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
夏
か
ら
建
設
委
員
会
を
何
回
と
な

く
開
き
、
対
策
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
よ
う
や
く
新
た
な
方
向
性
が
ま

と
ま
り
、
今
年
度
中
の
竣
工
を
目
指

し
て
事
業
の
着
手
に
向
け
邁
進
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
同
窓
会
理
事
会
で

の
承
認
を
得
て
着
工
に
取
り
掛
か
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

建
設
計
画
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
会
報
の
掲
載
を
も
っ
て
、
周
知

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
長
期
間

に
亘
り
、
ご
苦
労
い
た
だ
い
た
東
京

同
窓
会
並
び
に
建
設
委
員
会
及
び
理

事
会
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

現
在
、
母
校
で
は
築
年
数
の
古
い

教
室
棟
の
改
修
工
事
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
生
徒
が
安
全
で
快
適
な
高
校

生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
す
よ

う
、
二
棟
目
の
教
室
棟
が
対
象
で
、

内
外
装
及
び
設
備
も
合
め
、
令
和
8

年
3
月
完
成
を
目
処
に
、
2
年
が
か

り
の
大
工
事
で
す
。

母
校
の
益
々
の
発
展
と
、
同
窓
生

の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
て
、
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

昨
年
の
創
立
1
0
0
周
年
に
際
し

て
は
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に
た
い
へ

ん
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
0
1
年
目
の
今
年
は
文
部
科
学

省
か
ら
委
託
を
受
け
た
D
X
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
事
業
も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
職
員

の
手
作
り
に
よ
る
ラ
ボ
を
設
置
し
、

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
機
材
も
整
備

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
ラ
ボ
を
広
く
近
隣
の
小

中
学
校
生
に
も
開
放
し
、
高
校
生
が

講
師
役
と
な
っ
て
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
も
の

づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
の

探
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
関
係
す
る
多
く
の
先
生
方

に
お
骨
折
り
頂
い
た
末
、
こ
れ
ま
で

の「
県
陵
出
身
校
長
の
会
」を「
槍
峰

の
会
」
と
命
名
し
、
11
月
9
日（
土
）

に
盛
大
な
総
会
を
開
催
頂
き
ま
し
た
。

本
校
を
温
か
く
、
そ
し
て
心
強
く
お

支
え
頂
く
組
織
が
ま
た
一
つ
旗
揚
げ

さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

年
明
け
の
1
月
か
ら
、
二
棟
の
校

舎
改
築
も
始
ま
り
ま
し
た
。
外
壁
に

加
え
て
教
室
・
研
究
室
の
内
装
を
順

番
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
い
く
と
い
う
、

来
年
度
末
ま
で
予
定
の
長
き
に
亘
る

工
事
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
教
室
等
施
設
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
生
徒
の

教
育
活
動
に
支
障
が
出
る
こ
と
の
無

き
よ
う
、
同
窓
会
の
皆
様
方
の
お
力

添
え
を
賜
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
折
は
ぜ
ひ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
方
に
よ
る
こ
の
1

年
の
ご
支
援
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
来
年
度
も
引

き
続
き
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創業明治43年

〒399-0005　松本市野溝木工 1‒6‒34
TEL.0263‒25‒5600 FAX.0263‒25‒3890

E-mail ： asakawa-p@po.mcci.or.jp

積み重ねなければ得られない財産があります。

淺川雅史（高11回）
淺川貴央（高41回）

縣　正長（高 17 回）
縣　秀享（高 23 回）

〒390-0815 長野県松本市深志2丁目4-24
TEL 0263-33-9000  FAX 0263-36-6435

http://www.trist.co.jp/

手づくり朝食と大浴場が人気のホテル

全日本ホテル連盟会員・政府登録

同
窓
会
長高

　
回
　
望
月
　
雄
内

13

次
の
1
0
0
年
を
め
ざ
し
て

１
０
１
年
目
の
ス
タ
ー
ト

学
校
長
　
腰
原
　
智
達

と
し
み
ち　

あ
が
た

そ
れ
ぞ
れ

代表取締役　大宮康彦（高17回）

長野県松本市大手3-3-4（大名町）
TEL 0263（32）0057  FAX 0263（34）2561
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進
路
支
援
関
係
報
告

進
路
指
導
主
事

塩
原
　
　
潤

励
み
に
な
る
こ
と
だ
と
存
じ
ま
す
。

国
公
立
大
学
の
医
学
部
医
学
科
合
格

者
も
1
名
出
て
い
ま
す
。
上
記
は
い

ず
れ
も
浪
人
生
で
す
。
現
役
生
で
は
、

一
橋
大
学
1
名
、
名
古
屋
大
学
3
名

な
ど
、
旧
帝
大
学
へ
の
合
格
者
も
複

数
名
出
て
い
ま
す
。
国
公
立
大
学
の

薬
学
部
は
、
富
山
大
学
薬
学
部
に
2

名
合
格
し
ま
し
た
。

進
路
選
択
に
つ
い
て

以
前
と
比
べ
る
と
、
探
究
学
習
や

進
路
学
習
を
通
じ
て
、
生
徒
が
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
よ
く
よ
く
考
え
、

そ
れ
を
実
現
で
き
る
大
学
・
学
部
・

地
域
を
し
っ
か
り
考
え
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

昔
は
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
先
生

が
言
っ
た
大
学
を
目
指
す
」
と
い
う

よ
う
な
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
が
、
現
在
は
生
徒
が

主
体
的
に
考
え
決
定
す
る
こ
と
を
教

員
側
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

推
薦
入
試
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
増
え

て
き
た
こ
と
や
、
地
元
信
州
大
学
を

志
望
す
る
生
徒
が
減
っ
て
き
た
こ
と

話
題
の
「
情
報
Ⅰ
」
は
試
作
問
題

と
同
様
の
出
題
傾
向
と
難
易
度
で
、

本
校
生
徒
も
十
分
対
応
で
き
た
内
容

で
し
た
。
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
知
識
を
直
接
問
う
問
題
は
少
な

く
、
設
問
文
の
説
明
や
条
件
を
読
み

取
り
考
え
る
こ
と
で
正
解
で
き
る
問

題
が
多
か
っ
た
印
象
で
す
。

点
数
は
と
い
う
と
、
全
国
的
に
文

系
も
理
系
も
平
均
点
が
上
昇
し
、
強

気
の
出
願
が
目
立
ち
ま
し
た
。
本
校

生
も
健
闘
し
、
共
通
テ
ス
ト
の
平
均

点
で
見
る
と
、
文
系
の
と
こ
ろ
で
特

に
よ
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

合
格
状
況

実
際
の
国
公
立
大
学
進
学
者
は

1
1
9
名
、
私
立
は
1
1
3
名
と
昨

年
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。
短
大
・
大
学

校
・
専
門
学
校
・
海
外
の
教
育
機
関

等
へ
10
名
進
み
、
浪
人
は
近
年
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
て
約
70
名
で
し
た
。

浪
人
の
う
ち
14
名
は
合
格
大
学
を
持

ち
な
が
ら
の
再
挑
戦
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
東
京
大
学
へ
の
合

格
者
が
2
名
出
ま
し
た
。
複
数
名
が

同
時
に
東
京
大
学
に
合
格
す
る
の
は

記
録
上
で
は
約
50
年
ぶ
り
の
よ
う
で

す
。
在
校
生
に
と
っ
て
も
、
大
き
な

日
頃
か
ら
同
窓
会
の
皆
様
よ
り
物

心
両
面
に
わ
た
り
温
か
い
ご
支
援
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
自
習
室
と
し
て
土

日
や
祝
日
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
陵
友
館
も
、
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

２
０
２
５
年
入
試
概
況

今
年
は
新
課
程
入
試
初
年
度
と
い

う
こ
と
で
、
大
き
く
話
題
を
集
め
た

共
通
テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。
新
た

に
情
報
と
い
う
教
科
が
加
わ
り
、
国

語
や
数
学
の
試
験
時
間
も
増
え
、
受

験
生
の
負
担
が
大
き
く
増
え
た
試
験

と
な
り
ま
し
た
。
出
題
傾
向
は
と
い

う
と
、
新
課
程
入
試
初
年
度
と
は
い

え
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

問
う
基
本
的
な
考
え
方
に
の
っ
と
り
、

「
日
常
を
意
識
し
た
場
面
設
定
」「
複

数
資
料
の
提
示
」
と
い
っ
た
共
通
テ

ス
ト
特
有
の
出
題
傾
向
は
継
続
し
て

い
ま
す
。
本
校
で
も
従
来
型
の
知
識

偏
重
型
の
授
業
を
脱
却
し
、
個
別
最

適
な
学
び
・
協
働
的
な
学
び
を
意
識

し
た
授
業
や
探
究
学
習
な
ど
を
通
じ

て
、
入
試
に
対
応
で
き
る
力
の
育
成

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

な
ど
が
、
そ
れ
に
因
る
も
の
だ
と
分

析
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
校
職
員

の
「
進
路
指
導
係
」
も
、
生
徒
の
主

体
性
を
重
要
視
し
、
数
年
前
か
ら

「
進
路
支
援
係
」
に
名
称
を
変
更
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
大
学
進
学
に
つ
い
て
を

中
心
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
ど
ん
な
方
面
へ
の
就
職
も
進
学

も
本
校
職
員
は
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

表Ⅰ　令和7年3月卒業生の進路〔進路先〕（2025.４.7 現在）
大学〔短大〕進学

男 子

合 計

表Ⅱ　国公立大学合格者数の推移〔延べ数〕

表Ⅲ　私立大学合格者数の推移〔延べ数〕

表Ⅳ　短期大学合格者数の推移〔延べ数〕

大
学
校

海
外
教
育

機
関

専
　
　
門

就
　
　
職

浪
　
　
人

合
　
　
計

国
公
立

私
　
立

国
公
短

私
立
短

女 子

2

58

119
232

39

113
0

0

0

0

0

1 3

6

0

2

0

0

47

70

148

314

61 74 0 0 1 3 2 0 23 166

令和７年３月
卒業生・過年度生の進路状況

及び
過去７年間の

国公立・私立・短期大学の合格者の推移

卒 年
現 役 生
過年度生
合 計

卒 年
現 役 生
過年度生
合 計

卒 年
国 公 立
私 立
合 計

2

2

2

108
43
151

299
282
581

0
3
3

31
102
33
135

31
256
207
463

31
0
5
5

3

3

3

144
45
189

338
284
622

0
2
2

137
39
176

367
180
547

2
1
3

4

4

4

145
37
182

356
244
600

0
2
2

5

5

5

131
39
170

461
221
682

0
2
2

6

6

6

そ
の
他
0

2

2

30
128
54
182

30
307
213
520

30
1
2
3

125
33
158

372
118
490

0
1
1

7

7

7

表Ⅴ　大学・短大・専門学校・大学校等合格者数〔延べ数〕 （　）は現役で内数 （4/7までの判明分）

※最終版はHPを
　ご覧ください

計国公立大学名
北海道
北海道教育
弘前
岩手
東北
福島
筑波
宇都宮
埼玉
千葉
東京
東京外国語
東京学芸
一橋
横浜国立
上越教育
新潟
富山
金沢
山梨
信州
静岡
名古屋
滋賀
京都教育
神戸
奈良女子
島根
広島
徳島
高知
大分
鹿児島
宮城
高崎経済
前橋工科
埼玉県立
東京都立
神奈川県立保健
横浜市立
新潟県立
公立小松
福井県立

計国公立大学名
山梨県立
公立諏訪東京
長野
長野県立
岐阜県立看護
愛知県立
愛知県立芸術
名古屋市立
京都府立
福知山公立
大阪公立
兵庫県立
北九州市立

計私立大学名
岩手医科
流通経済
国際医療福祉
高崎健康福祉
埼玉工業
獨協
日本医療科学
文教
神田外語
淑徳
千葉工業
東京情報
麗澤
和洋女子
青山学院
亜細亜
大妻女子
学習院
北里
共立女子
慶應義塾
工学院
國學院
国士舘
駒澤
芝浦工業
順天堂
上智

計私立大学名
昭和医科
昭和薬科
成蹊
成城
専修
大東文化
拓殖
多摩美術
中央
津田塾
帝京
東海
東京音楽
東京家政
東京経済
東京工科
東京工芸
東京女子
東京電機
東京農業
東京福祉
東京薬科
東京理科
東邦
東洋
二松学舎
日本
日本女子
法政
星薬科
武蔵
武蔵野
武蔵野美術
明治
明治学院
明治薬科
明星
立教
立正
早稲田
麻布
神奈川
神奈川工科

計私立大学名
関東学院
横浜美術
横浜薬科
新潟医療福祉
金沢学院
金沢工業
山梨英和
清泉
長野保健医療
松本
松本看護
岐阜聖徳学園
静岡産業
常葉
愛知
愛知医科
愛知学院
愛知工業
愛知淑徳
愛知文教
金城学院
大同
中京
中部
東海学園
名古屋外国語
名古屋学院
名古屋学芸
名古屋芸術
名古屋国際工科
南山
藤田医科
名城
鈴鹿医療科学
大谷
京都産業
京都女子
同志社
同志社女子
立命館
龍谷
追手門学院
大阪医科薬科

計私立大学名
大阪工業
大阪歯科
関西
関西医科
近畿
森ノ宮医療
関西学院
甲南
神戸芸術工科
神戸女子
神戸常盤
岡山理科

計短期大学名
松本

計専門学校等名
東京ファッション
東京デザインテクノロジーセンター
東京クールジャパン・アカデミー
中部楽器技術
東洋美術
松本調理師製菓師

計大学校名
防衛大学校
国立看護大学校

計海外教育機関
Taylor's Univrsity
University of Debrecen
University of Szeged
University of Pecs
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5 
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令和6年度  部活動等諸大会  結果報告

松 本 県 ヶ 丘 高 校 同 窓 会 報 第 43号 〔4〕令和 7年 5月 17 日

【全国大会】

【ブロック大会】

【県大会】
□インターハイ
　〇山岳部　　　男子A隊　内坂・川口・松崎・宮本　23位
□第33回　ステューデント・ジャズ・フェスティバル2025
　〇軽音部　　　優良賞
□第三十九回成田山全国競書大会
　〇書道部　　　推薦日輪賞　丸山美沙
　　　　　　　　　　　　　　辻本咲桜
□小倉百人一首かるた第46回全国高等学校選手権大会
　〇歌留多部　　団体戦　出場
□第48回全国高等学校総合文化祭
　〇歌留多部　　長野県代表チーム選手
　　　　　　　　　　　　浅村結良、伊藤成美、丸山千尋
□第24回日本情報オリンピック
　〇物理化学部　開出康介　本選出場
□第48回全国高等学校総合文化祭（清流の国ぎふ総文2024）
　〇新聞部　　　　　　　　出場
　〇写真部　　　写真部門　出場1名
□全国高校生英語ディベート大会 Flower Cup 2024online
　〇インターナショナル部　52チーム中43位
　　　　　　　　笹川翔葵郎、奥原一成、大久保真衣、
　　　　　　　　田中ひより、木下花奈、齊藤妃由
□高校生英語ディベートSprinter Cup2024online 
　〇インターナショナル部　52チーム中20位
　　　　　　　　笹川翔葵郎、奥原一成、大久保真衣、
　　　　　　　　田中ひより、木下花奈、齊藤妃由
□日本写真家協会　第49回2024　JPS展
　〇写真部　　　入選1名
□全日本鳥フォトコンテストin2024
　〇写真部　　　生態行動部門　入選1名
□株式会社ツルヤ
　2025年度ツルヤオリジナルカレンダー
　〇写真部　採用1名

□北信越高等学校体育大会
　〇水泳部　　　女子４×200mフリーリレー　決勝進出
　〇女子ソフトテニス部　　個人　吉田都香・矢口ゆい　出場
　〇空手道部　　男子個人形　神戸巴瑠　７位
　　　　　　　　男子団体形　　5位
　　　　　　　　男子団体組手　5位
　〇陸上競技部　男子ハンマー投　　記録43メートル12　11位
　　　　　　　　女子5000m競歩　 記録 28分17秒3　　11位　
　　　　　　　　女子400mH　　　 記錄 1分8秒34
　　　　　　　　女子やり投　　　　記録 41メートル83
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8位入賞
　〇剣道部　　　女子個人　百瀬楓子　出場
　〇山岳部　　　女子Ａ隊　米・横山・西村・印出　優秀校選出
□北信越高等学校新人体育大会
　〇空手道部　　男子団体組手３人制　3位
　　　　　　　　女子団体組手　　　　5位
　〇陸上競技部　女子棒高跳　　　　記録 3メートル10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8位入賞
□第34回北信越高等学校かるた選手権大会
　〇歌留多部　　長野県代表チーム選手
　　　　　　　　　　　　　　　　末次葵、斎藤楓恩、丸山千尋
□日本産業技術教育学会北陸支部研究発表会高校生の部
　〇物理化学部　三澤　優秀研究発表賞

縣
陵
ナ
ウ
!

□長野県高等学校総合体育大会
　〇サッカー部　　　　　　　　　　　　ベスト8
　〇男子バスケットボール部　　　　　　ベスト16
　〇女子バスケットボール部　　　　　　ベスト16
　〇男子バレーボール部　　　　　　　　ベスト16
　〇バドミントン部　学校対抗戦　男子　ベスト8
　　　　　　　　　　　　　　　　女子　ベスト4　北越総体出場
　〇弓道部　　　　　　団体　男子　3位　　　北信越大会進出
　〇水泳部　　　　　　女子100m平泳ぎ　森田　　　　3位
　　　　　　　　　　　　　200m平泳ぎ　森田　　　　2位
　　　　　　　　　　　女子４×100mフリーリレー　　4位
　　　　　　　　　　　女子４×200mフリーリレー　　3位
　　　　　　　　　　　女子４×100mメドレーリレー　2位
　〇女子ソフトテニス部
　　　　　　　　　　　団体　　　　　　　　　　　ベスト16
　　　　　　　　　　　個人　吉田都香・矢口ゆい　ベスト16
　〇女子硬式テニス部　女子団体戦　　　　　　　　ベスト8
　　　　　　　　　　　女子ダブルス　手塚・日堂　ベスト8
　〇空手道部　　　　　男子個人形　神戸巴瑠　　　準優勝　
　　　　　　　　　　　　　　　　　田中航平　　　5位
　　　　　　　　　　　男子団体形　　　　　　　　準優勝
　　　　　　　　　　　男子団体組手　　　　　　　準優勝
　　　　　　　　　　　女子団体形　　　　　　　　5位
　〇剣道部　　　　　　女子個人　百瀬楓子　　　　ベスト8
　〇山岳部　　　　　　男子A隊　内坂・川口・松崎・東　1位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターハイ出場
　　　　　　　　　　　女子A隊　米・横山・西村・印出　3位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信越大会出場
　〇卓球部　　　　　　［男子学校対抗］　　　　　 ベスト16
　　　　　　　　　　　［女子学校対抗］　　　　　 ベスト8
□長野県高等学校新人体育大会
　〇バドミントン部　　学校対抗戦　　　　男子　　  ベスト8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女子　　  ベスト8
　　　　　　　　　　　女子シングルス　　小林  3位 北信越出場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古厩　　  ベスト8
　〇水泳部　　　　　　女子100m平泳ぎ　森田　　  3位
　　　　　　　　　　　女子200m平泳ぎ　森田　　  2位
　　　　　　　　　　　女子４×50mメドレーリレー 優勝
　　　　　　　　　　　女子４×50mフリーリレー　 4位
　　　　　　　　　　　女子４×100mフリーリレー  3位
　〇女子ソフトテニス部　　団体・個人とも出場
　〇男子ソフトテニス部　　団体戦　出場　
　〇女子硬式テニス部　女子シングルス
　　　　　　　　　　　　高橋陽和　 出場
　　　　　　　　　　　　日堂愛美　 ベスト32
　　　　　　　　　　　　柳澤咲彩子 出場
　　　　　　　　　　　　丸山弥桜　 出場
　　　　　　　　　　　　廣間柚穂 　1年生大会　　  ベスト16
　　　　　　　　　　　　佐藤ひなた 1年生大会　　  ベスト16
　　　　　　　　　　　　信田遥音 　1年生大会　　  出場
　　　　　　　　　　　女子ダブルス
　　　　　　　　　　　　日堂・柳澤ペア　　　　　　ベスト16
　　　　　　　　　　　　髙橋・丸山（弥）ペア　　　  出場
　　　　　　　　　　　　岩波・佐藤ペア　1年生大会　出場
　　　　　　　　　　　　廣間・信田ペア　1年生大会　ベスト8
　〇男子硬式テニス部　団体　ベスト6
　〇空手道部　　　　　男子個人形　　田中航平　　  3位
　　　　　　　　　　　男子個人組手　田中航平　　  準優勝
　　　　　　　　　　　男子団体組手３人制　　　　  優勝
　　　　　　　　　　　女子団体形　　　　　　　　  3位
　　　　　　　　　　　女子個人組手　土屋葵　　　  3位
　　　　　　　　　　　女子団体組手　　　　　　　  準優勝
　〇剣道部　　　　　　男子団体　　　　　　　　　  ベスト16
　　　　　　　　　　　男子個人　　　矢島新太　　  出場
　〇卓球部　　　　　　［男子学校対抗］　　　　　　　ベスト16
　　　　　　　　　　　［女子学校対抗］　　　　　　　ベスト8

□高円宮杯
　〇サッカー部　　長野県１部リーグ　　　　　　8位
　　　　　　　　　長野県３部リーグ　　グループ5位
□全日本バレーボール高等学校選手権大会長野県大会
　〇男子バレーボール部　　　　　　　　　　　　ベスト16
□JOC県大会
　〇バドミントン部　女子ダブルス　古厩・小林　ベスト8
　　　　　　　　　　男子シングルス　高須賀　　ベスト16
　　　　　　　　　　女子シングルス　小林　　　ベスト16
□2024年（第79回）国民体育大会テニス競技長野県大会
　〇女子硬式テニス部　少年女子シングルス　日堂愛美　　出場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳澤咲彩子　出場
□令和6年度長野県高等学校新人体育大会テニス競技
　　　　　　　　　　　兼 第47回全国選抜高校テニス長野大会
　〇女子硬式テニス部　女子団体戦　　　　　　　ベスト16
□第106回全国高等学校野球選手権長野大会
　〇野球部　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベスト16
□第四十六回長野県高等学校美術展
　〇白虹会　　　　　　松下美月・神田仁葉・中野明衣　　出展
□第38回長野県学校合唱大会
　〇音楽部　高校ブロック大会中信リーダーズコールとして出場
□第42回長野県高等学校合唱フェスティバル
　〇音楽部　中信リーダーズコールとして出場
□第23回長野県ヴォーカル・アンサンブルフェスティバル
　〇音楽部　出場
□第七十七回長野県書道展覧会
　〇書道部　赤坂実柚・小林杏朱・白鳥彩月・中原怜菜　　銅賞
□長野県高等学校かるた大会
　〇歌留多部　団体戦　優勝
□長野県新人かるた大会
　〇歌留多部　団体戦　第三位
□第41回長野県高等学校演劇合同発表会
　〇演劇部　　関東大会推薦（優秀賞第二席）
□第14回信州サイエンステクノロジーコンテスト「科学の甲子園」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県予選
　〇物理化学部　実技競技優勝
□信州サイエンスキャンプ
　　　　　　「課題研究発表会兼全国高等学校総合文化祭県予選」
　〇物理化学部　菅澤　化学部門優良賞、三澤　その他部門発表
□第23回中部日本重奏コンテスト長野県大会
　〇吹奏楽部　　フルート二重奏　予選出場
　　　　　　　　サックス三重奏　予選出場
□長野県高等学校ダンスフェスティバル
　〇ダンス部　　審査員特別賞
□第8回長野県高等学校新聞コンクール優秀賞
　〇新聞部　３位　　　第49回全国高等学校総合文化祭
　　　　　　　　　　　　　　（かがわ総文祭2025）出場権獲得
□第9回PDA長野県高校生即興型英語ディベート交流大会
　〇インターナショナル部
　　12チーム中５位　Bチーム　小林美遼、倉田こゆき、倉澤輝、
　　　　　　　　　　　　　　　花岡佑紀
　　12チーム中６位　Aチーム　上原蒼佑、宮澤紅里、笠原捺乃
　　ベストディベーター賞　　　第３位　上原蒼佑
□第32回長野県高校生英語ディベート大会
　〇インターナショナル部　24チーム中11位　fruits mix
　　　　　　　　　　　　　笹川翔葵郎、奥原一成、大久保真衣、
　　　　　　　　　　　　　田中ひより、木下花奈、齊藤妃由
　　　　　　　　　　　　　24チーム中16位　generation Z
　　　　　　　　　　　　　小林美遼、倉田こゆき、上原蒼佑、
　　　　　　　　　　　　　荒良木陽、笠原捺乃、宮澤紅里、
　　　　　　　　　　　　　矢口裕葵奈
　　ベストディベーター賞　第４位　田中ひより
　　　　　　　　　　　　　第12位　宮澤紅里
□第31回長野県高等学校写真展
　〇写真部　展示決定作品13作品（うちノミネート4点）
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予
選
で
は
思
う
よ
う
に
得
点
を

取
れ
ず
、
本
選
進
出
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
今

年
度
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
の
仲
間
と

と
も
に
勉
強
会
を
開
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

高
速
化
す
る
た
め
の
様
々
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
り
今

年
度
は
二
次
予
選
を
突
破
し
、
本
選
に
進

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
次
予
選
は
例
年
の
ボ
ー
ダ
ー
が

2
5
0
点
程
度
だ
っ
た
た
め
、
2
6
7
点

分
の
問
題
を
解
い
た
時
点
で
「
も
う
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
気
を
緩
め
ず
最
後
ま
で
集
中
し
て
解
き

続
け
た
結
果
、
最
終
的
な
私
の
得
点
は

3
0
4
点
で
し
た
。
後
日
発
表
さ
れ
た
ボ

ー
ダ
ー
は
2
8
0
点
だ
っ
た
た
め
、
も
し

途
中
で
解
く
の
を
や
め
て
い
た
ら
本
選
出

場
を
逃
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
経
験

か
ら
最
後
ま
で
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

本
選
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
2
日
間
に
亘
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
1
日
目
は
本
選
参

加
者
と
の
交
流
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

未
解
決
問
題
を
解
い
た
と
い
う
内
容
で
、

情
報
工
学
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
も
あ
り

ま
し
た
。
同
じ
分
野
を
目
指
す
参
加
者
と

出
会
え
、
さ
ら
に
最
先
端
の
講
義
が
聴
け

た
の
で
、
二
次
予
選
を
突
破
で
き
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
2
日
目
に

は
い
よ
い
よ
本
選
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。本

選
の
結
果
は
、
A
ラ
ン
ク
（
上
位
30

名
）、
B
ラ
ン
ク
（
2
0
0
点
以
上
）、
C

ラ
ン
ク
（
2
0
0
点
未
満
）
の
3
つ
に
分

か
れ
ま
す
。
私
は
B
ラ
ン
ク
を
目
標
に
挑

み
ま
し
た
が
、
最
終
得
点
は
1
5
1
点
で

C
ラ
ン
ク
と
い
う
結
果
で
し
た
。
残
念
な

が
ら
目
標
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

た
の
で
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。

J
O
I
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
得
た
知
識

や
経
験
は
、
今
後
の
進
路
に
も
活
か
し
た

い
で
す
。
競
技
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
続
け
、

さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

「宇宙？」
２年　佐藤 凜汰朗
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昆
虫
観
察
の
ス
ス
メ

自
転
車
危
険
予
測
ア
プ
リ

白虹会

ギャラ
リー

虫
取
り
網
を
持
っ
て
、
野
山
を
駆
け
め

ぐ
る
。
昆
虫
少
年
・
虫
屋
さ
ん
は
今
で
は

す
っ
か
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

私
は
、
ヒ
メ
バ
チ
と
い
う
寄
生
蜂
の
生

態
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
調
べ

て
み
て
ほ
し
い
。
私
は
そ
の
か
っ
こ
よ
さ

と
生
態
の
面
白
さ
か
ら
ヒ
メ
バ
チ
に
惹
か

れ
て
し
ま
っ
た
。
寄
生
蜂
と
言
っ
て
も
、

ほ
と
ん
ど
危
険
で
は
な
く
、
人
間
に
寄
生

す
る
な
ん
て
こ
と
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

今
の
と
こ
ろ
は
。

私
は
登
山
が
好
き
で
山
岳
部
に
も
所
属

し
て
い
る
。
登
山
と
、
こ
の
ヒ
メ
バ
チ
の

ど
ち
ら
も
を
探
究
で
や
り
た
く
て
、
探
究

の
テ
ー
マ
を
高
山
に
生
息
す
る
ヒ
メ
バ
チ

の
生
態
に
し
て
調
査
し
て
き
た
。

北
ア
ル
プ
ス
の
標
高
2
6
7
7
m
の
蝶

ヶ
岳
と
い
う
山
を
調
査
地
に
し
て
、
9
日

間
調
査
を
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
私
の
雨

男
が
発
症
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
山
に

い
る
間
、
雨
じ
ゃ
な
い
日
な
ん
て
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
（
私
が
下
山
す
る
と
毎
回
晴

れ
る
）。
小
雨
み
た
い
な
濃
い
霧
の
中
、

そ
れ
で
も
調
査
は
、
心
ゆ
く
ま
で
ヒ
メ
バ

チ
を
眺
め
ら
れ
た
（
他
の
登
山
者
に
は
白

い
目
で
見
ら
れ
た
が
）。
高
山
植
物
に
訪

れ
る
、
小
さ
な
ヒ
メ
バ
チ
を
ノ
ー
ト
に
記

録
し
て
い
く
。
そ
の
う
ち
、
ど
ん
な
ヒ
メ

バ
チ
が
ど
ん
な
行
動
し
て
い
る
の
か
、
そ

の
目
的
も
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
い
き
、

一
人
山
の
中
、
嬉
し
さ
が
込
み
上
げ
て
く

る
。
宿
は
、
蝶
ヶ
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
と
い
う
山

小
屋
に
、
お
手
伝
い
す
る
の
で
泊
め
て
く

だ
さ
い
と
言
っ
て
、
泊
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
小
屋
の
方
た
ち
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
面
白
い
方
達
で
、
み
ん
な
で
囲
む

食
卓
に
は
大
き
な
笑
い
声
が
響
い
て
い
た
。

調
査
も
、
山
小
屋
で
の
生
活
も
、
初
め
て

の
こ
と
だ
ら
け
で
私
の
人
生
の
中
で
と
て

も
大
切
な
も
の
と
な
っ
た
。

探
究
を
始
め
る
時
、
自
分
が
こ
ん
な
こ

と
を
や
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ち

ょ
っ
と
し
た
偶
然
で
色
々
な
経
験
に
つ
な

が
っ
た
。
一
つ
一
つ
が
面
白
く
、
自
分
の

大
き
な
成
長
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
ん
な
偶
然
に
出
会
う
だ
ろ
う
し
、

そ
の
時
は
そ
れ
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
。

（
最
近
、
絶
滅
危
惧
種
が
増
え
て
い
る

が
、
昆
虫
少
年
・
虫
屋
さ
ん
も
こ
こ
に
追

加
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
ぜ
ひ
、

庭
に
出
て
、
ア
リ
で
も
な
ん
で
も
眺
め
て

み
る
と
と
っ
て
も
面
白
い
と
思
う
。
自
分

の
家
の
庭
な
ら
白
い
目
で
見
る
人
な
ん
て

い
な
い
で
す
か
ら
ね
。）

私
は
小
学
5
年
生
の
時
、
自
転
車
事
故

で
前
歯
を
折
る
大
怪
我
を
し
た
。
そ
の
痛

く
て
怖
い
経
験
か
ら
、「
同
じ
思
い
を
す

る
子
ど
も
を
減
ら
し
た
い
」「
得
意
な
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
活
か
し
て
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
自
転
車
走
行
中
の
危
険
を
予
測

す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
開
発

し
、
こ
の
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
て
自
転
車
事

故
の
危
険
性
を
伝
え
る
啓
発
活
動
を
始
め

た
。中

学
生
に
な
る
と
、
信
州
大
学
ジ
ュ
ニ

ア
ド
ク
タ
ー
育
成
塾
で
A
I
技
術
を
学
び
、

出
会
い
頭
事
故
の
危
険
を
予
測
す
る
ア
プ

リ
「birds eye 

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
」
を
開
発
。

そ
の
後
、
未
踏
ジ
ュ
ニ
ア
の
支
援
を
受
け
、

G
P
S
機
能
を
組
み
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
を

完
成
さ
せ
た
。
小
学
5
年
生
の
親
子
に
モ

ニ
タ
ー
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
ア

プ
リ
の
活
用
に
よ
っ
て
親
子
の
会
話
が
増

え
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

の
検
証
結
果
か
ら
、
家
庭
で
の
交
通
安
全

教
育
を
促
進
す
る
新
し
い
ツ
ー
ル
と
し
て

の
可
能
性
を
感
じ
、
高
校
在
学
中
に
特
許

を
取
得
し
た
。
現
在
は
長
野
県
の
事
業
の

一
環
と
し
て
企
業
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

ア
プ
リ
の
実
装
に
向
け
た
開
発
を
進
め
て

い
る
。

高
校
2
年
の
夏
休
み
に
は
「
ト
ビ
タ

テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」
を
利
用
し
、
自

転
車
事
故
が
日
本
の
五
分
の
一
と
少
な
い

自
転
車
大
国
・
オ
ラ
ン
ダ
へ
短
期
留
学
し

た
。
小
学
校
に
「
交
通
」
と
い
う
教
科
が

あ
り
、「
自
転
車
免
許
検
定
」
が
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
交
通
安
全
を
学
ぶ
環
境
が
整
っ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
教
育
が
習
慣
化
す

る
こ
と
で
、
大
人
に
な
っ
て
も
安
全
意
識

が
高
ま
り
、
事
故
が
少
な
く
な
る
の
だ
と

実
感
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
留
学
を
通
じ
て
、

交
通
安
全
の
た
め
に
は
幼
少
期
か
ら
の
教

育
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
探
究
活
動
を
発
表
し
、
第

11
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
で
セ

ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
賞
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
Jr.

ア
ワ
ー
ド
2
0
2
4
で
特
別
賞
を

受
賞
。
ア
プ
リ
は
ま
だ
試
作
段
階
だ
が
、

今
後
も
多
く
の
人
と
繋
が

り
な
が
ら
探
究
を
続
け
、

自
転
車
事
故
の
な
い
安
全

な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

３
年　

廣
瀬　

誠

３
年　

水
谷　

俊
介

「招カレザルモノ」
３年　松下 美月

「おまえのめにうつる」
３年　中野 明衣

「明日も」
３年　中野　怜

「木登り」
３年　藤松　峻

「古代魚の帰港」
３年　神田 仁葉
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舞
台
で
恩
師
と
対
戦
で
き
た
喜
び
は

一
入
で
し
た
。
ま
た
、
恩
返
し
が
で

き
た
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
6
年
12
月
、
ウ
イ
ン
タ
ー
カ

ッ
プ
で
本
校
が
優
勝
す
る
こ
と
が
で

ま
し
た
。
指
導
者
に
な
っ
て
19
年
目
、

ま
さ
か
全
国
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
阪
府
の

高
校
男
子
で
は
初
の
全
国
制
覇
と
な

り
現
在
も
唯
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
3
月
を
も
っ
て
48
年
間

の
教
員
生
活
が
終
わ
り
ま
し
た
。
現

在
は
一
般
社
団
法
人
近
畿
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
、
一
般
財
団
法

人
大
阪
府
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
長
と
し
て
責
務
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
見
知
ら
ぬ
土
地
に
来
て
49
年
経

ち
ま
す
が
、
今
だ
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
に
携
わ
っ
て
い
る
人
生
を
送
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
高
校

時
代
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
二
人
の

先
生
の
影
響
力
の
お
陰
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
採

用
試
験
に
失
敗
し
、
昭
和
 51
年
4
月

大
阪
府
の
私
立
大
阪
商
業
高
校
（
現

在
、
大
商
学
園
高
校
）
に
赴
任
し
ま

し
た
。
山
崎
・
茅
野
両
先
生
は
昭
和

53
年
や
ま
び
こ
国
体
以
後
の
強
化
策

と
し
て
、
昭
和
54
年
1
月
に
高
等
学

校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優

勝
長
野
大
会（
モ
ル
テ
ン
カ
ッ
プ
）を

作
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
チ
ー
ム
は
大

阪
で
ま
だ
弱
小
だ
っ
た
た
め
記
念
す

べ
き
第
1
回
大
会
に
は
呼
ん
で
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
年
の
8
月
、

大
阪
府
代
表
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
で
き
た
こ
と
で
、
第
2
回
大

会
か
ら
呼
ん
で
い
た
だ
き
令
和
2
年

ま
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
崎
先
生
は
昭
和
59
年
4
月
に
田
川

高
校
に
転
勤
さ
れ
、
昭
和
62
年
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に
導
か
れ
ま
し
た
。

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
1
回
戦
で
田

川
高
校
V
S
大
阪
商
業
高
校
が
実
現

し
ま
し
た
。
結
果
は
本
校
が
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
全
国
の

高
校
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
し
、
3
年
連
続
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
、
国
民
体
育
大
会
（
現
在
、

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
に
2
回
出
場
、

北
信
越
大
会
初
優
勝
な
ど
数
多
く
の

素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

1
・
2
年
次
は
茅
野
禎
男
先
生
が
指

導
者
で
し
た
。
カ
リ
ス
マ
性
が
あ
り
、

オ
フ
ェ
ン
ス
中
心
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
で
し
た
。
3
年
次
、
転
勤
に
よ

り
山
崎
正
治
先
生
が
県
ケ
丘
高
校
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
7
人
い

た
同
級
生
の
内
3
人
が
退
部
、
大
変

な
状
況
で
し
た
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
連

続
出
場
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
山
崎
先
生
は
、
卓
越
し
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
理
論
に
基
づ
く
指
導
、
厳

し
さ
の
中
に
も
優
し
さ
、
気
配
り
、

目
配
り
、
心
配
り
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
指
導
者
で
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
体
育
教
師
を
目
指

し
、
日
本
体
育
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
。
長
野
県
に
帰
っ
て
教
員
に
な
れ

同
窓
生
の
コ
ラ
ム

令和 7年 5月 17 日

総合建設業・一級建築士事務所・不動産業

代表取締役会長　百瀬方康（高22回）

〒390-8639 松本市宮渕1-3-30
TEL. 0263-32-8855

二
人
の
恩
師
と
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発足以来 36 年、毎年 8月定期総
会、研修・親睦に団結力は堅く、
研鑽に励んでいます。

関東信越税理士会  松本支部所属
会長以下 30名

自
分
で
考
え
自
分
で
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
元
気
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
行
き
ま
す
。

昨
年
度
末
に
、
中
学
生
の
頃
「
は

ぐ
ル
ッ
ポ
」
に
来
て
い
た
大
学
生
が
、

あ
の
頃
の
み
ん
な
に
会
い
た
い
な
と

言
っ
て
く
れ
て
O
B
O
G
会
を
開
き

ま
し
た
。
高
校
生
や
大
学
生
や
社
会

人
に
な
っ
た
若
者
が
10
人
ほ
ど
集
ま

り
ま
し
た
。

歓
談
し
な
が
ら
「
こ
ん
な
こ
と
、

あ
ん
な
こ
と
あ
っ
た
よ
ね
ぇ
」「
あ

の
頃
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
」「
は
ぐ
ル

ッ
ポ
に
出
会
っ
て
前
を
向
く
こ
と
が

松
本
市
で
不
登
校
等
の
子
ど
も
の

居
場
所
「
は
ぐ
ル
ッ
ポ
」
を
開
所
し

て
い
ま
す
。
13
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
へ
行
か
な
い（
行
け
な
い
）子

や
、
登
校
し
て
い
て
も
苦
し
い
思
い

を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

で
す
。
子
ど
も
が
不
登
校
に
な
っ
た

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
の
相
談

に
も
の
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自

分
の
好
き
な
こ
と
を
し
な
が
ら
自
由

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
何
も
し
な
い

こ
と
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
る
う
ち
に
、
子
ど
も
た

ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め
て
い
き
、

「
は
ぐ
ル
ッ
ポ
」に

　 

　
　
　関
わ
っ
て
、
思
う

高
 31
回
　
西
森
　
尚
己

〒390-0862　松 本 市 宮 渕 1-1-18
TEL  0263-32-1960

E-mail：ookura.mokkou@gmail.com

提案します。木のある暮らし。

大藏木工株式会社
取締役会長　大蔵　章男（高20回）

代表取締役社長　大蔵　俊介（高47回）
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の
自
分
た
ち
へ
の
手
紙
、
英
語
の
課

題
、
携
帯
電
話
や
雑
誌
の
切
抜
き
…

そ
し
て
旅
立
っ
た
恩
師
の
授
業
を
録

音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
!
当
日
参

加
で
き
な
か
っ
た
仲
間
に
は
L
I
N

E
で
写
真
や
ビ
デ
オ
を
送
り
、
皆
で

な
つ
か
し
さ
を
堪
能
し
た
。
次
は
皆

で
テ
ー
プ
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ
も

ま
た
カ
プ
セ
ル
内
で
熟
成
さ
れ
た
ワ

イ
ン
と
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
味
わ
う
会
を

企
画
予
定
だ
。

卒
業
の
10
年
後
に
開
け
る
は
ず
だ

っ
た
そ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、

2
0
2
4
年
に
さ
ま
ざ
ま
な
偶
然
に

導
か
れ
、
今
の
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ

分
か
ち
合
え
る
何
か
、
こ
れ
か
ら
の

私
た
ち
の
愉
し
み
を
届
け
て
く
れ
た
。

遅
れ
て
き
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、

結
果
的
に
オ
ン
・
タ
イ
ム
だ
っ
た
と

も
い
え
る
。
何
事
も
、
タ
イ
ミ
ン
グ

が
す
べ
て
。

現
役
の
縣
陵
生
に
は
（
先
生
方
に

ご
迷
惑
を
か
け
な
い
範
囲
で
）
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
る
こ
と
を
お
勧

め
し
た
い
。
未
来
の
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
味
わ
い
深

い
も
の
に
な
り

ま
す
。

そ
し
て
掘
り

起
こ
す
の
を
忘

れ
て
、
10
年
20

年
じ
っ
く
り
寝

か
せ
る
こ
と
も
、

お
忘
れ
な
く
。

ち
は
気
づ
か
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師

が
旅
立
た
れ
、
英
語
科
が
そ
の
役
目

を
終
え
、
縣
陵
は
創
立
1
0
0
周
年

を
迎
え
た
。
私
た
ち
は
40
代
に
突
入

し
、
ふ
と
後
ろ
を
ふ
り
か
え
る
こ
と

が
増
え
て
き
た
頃
、
当
時
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
埋
設
を
監
督
し
て
く
だ
さ
り
、

2
0
2
3
年
度
縣
陵
に
改
め
て
着
任

さ
れ
た
（
20
年
前
か
ら
ワ
ー
プ
し
て

き
た
か
の
よ
う
に
変
わ
ら
な
い
）
中

村
真
由
美
先
生
よ
り
お
声
が
け
を
い

た
だ
き
、
私
た
ち
は
い
よ
い
よ
、
重

い
腰
を
上
げ
た
の
だ
っ
た
。

当
時
の
真
由
美
先
生
が
準
備
し
て

く
だ
さ
っ
た
目
印
の
お
か
げ
で
、
私

た
ち
は
何
と
か
そ
の
在
処
に
た
ど
り

着
い
た
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
い
う

名
の
漬
物
樽
と
そ
の
中
身
は
、
予
想

を
は
る
か
に
超
え
「
そ
の
ま
ま
」「
綺

麗
に
」
残
っ
て
く
れ
て
い
た
。
当
時

2
0
0
2
年
3
月
、
縣
陵
を
卒
業

し
た
私
た
ち
英
語
科（
当
時
）I
組
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
、
2
0
2
4
年

8
月
、
22
年
の
時
を
経
て
つ
い
に
開

け
ら
れ
た
。

そ
の
存
在
は
ず
っ
と
脳
の
海
馬
の

す
み
っ
こ
に
い
て
、
時
折
ひ
ょ
っ
こ

り
顔
を
出
す
の
だ
が
、
20
代
〜
30
代

の
怒
涛
の
日
々
に
忙
殺
さ
れ
、
私
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
・
オ
ン
・
タ
イ
ム

高
54
回
　
小
池 

紗
也
香

求
め
る
「
ね
ば
な
ら
な
い
」
や
「
こ

う
す
べ
き
」
の
中
で
、
低
学
年
の
頃

か
ら
「
い
い
子
」
で
い
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
同
調
圧
力
や
周
り
へ

の
過
剰
適
応
に
ス
ト
レ
ス
を
貯
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
は
ぐ
ル
ッ
ポ
」に
来
て
い
る
あ
る

小
学
生
は
、「
学
校
は
や
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
こ
と
と
、
や
っ
ち
ゃ
い
け

な
い
こ
と
し
か
な
い
ん
だ
よ
」
と
つ

ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。

学
校
は
、「
多
様
な
学
び
」、「
個

別
最
適
」、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ

な
い
」
等
と
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
本

当
に
子
ど
も
た
ち
1
人
ひ
と
り
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
向
け
て
大

き
く
変
わ
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

で
き
た
」「
こ
の
場
所
が
あ
っ
た
か

ら
外
の
世
界
に
出
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
感
謝
で
一
杯
」
と
話
し
て
い
た

の
を
聞
い
て
、
O
B
O
G
会
を
開
く

な
ん
て
こ
と
も
驚
き
で
し
た
が
、
ホ

ン
ト
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
い
る
の
に
、

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
増
え
続
け
、

11
年
連
続
で
過
去
最
多
と
な
っ
て
一

昨
年
は
34
万
人
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
で
も
増
え
て
い
る
と
い

う
調
査
が
出
て
い
ま
す
。

「
は
ぐ
ル
ッ
ポ
」の
子
ど
も
た
ち
か

ら
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の
原
因

は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
も
き
っ
か
け
は
学
校
で
の
出
来
事

が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
の

ITソリューション・ソフトウェア開発

「信頼・安心」を大切に、お客様と心通うＩＴソリューションをご提案します

代表取締役　戸谷 典孝（高29回）

〒390-1701 松本市梓川倭 3820-1
TEL:0263-78-8003（代表）
https://www.a-i-d.co.jp

AID 四柱神社
宮司 宮坂信廣（高25回）

松本市大手 3-3-20〒390-0874
TEL 0263（32）1936
FAX 0263（32）1942

https://www.go.tvm.ne.jp/~yohasira

代表取締役  井垣孝夫（高23回）

松本市村井町南 3‒15‒37  TEL.(0263）58‒2288
https：//www.naganotomato.jp

食卓を笑顔に。



去
る
令
和
6
年
4
月
27
日（
土
）午
前
、

私
た
ち
高
46
回
卒
業
の「
県
陵
46
会
」が

担
当
と
な
り
、「
母
校
愛
の
リ
レ
ー
」を

行
い
ま
し
た
。

縣
陵
卒
業
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
だ
「
母
校
愛
の
リ
レ
ー
」。

私
た
ち
県
陵
46
会
は
10
年
前
か
ら
準
備

を
進
め
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
大
流
行
と

い
う
未
曽
有
の
出
来
事
が
あ
り
、
く
じ

け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
は
縣
陵
三
大
精
神
の
一
つ
で
あ
る

「
弱
音
を
吐
く
な
」で
、
直
接
会
う
こ
と

が
で
き
な
い
な
ら
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会

議
を
し
よ
う
と
、
工
夫
を
重
ね
て
準
備

を
進
め
、
過
去
4
年（
令
和
2
〜
6
年
）

は
規
模
縮
小
で
行
わ
れ
る
、
あ
る
い
は

創
立
1
0
0
周
年
と
重
な
る
な
ど
変
則

開
催
だ
っ
た
た
め
、
5
年
ぶ
り
の
正
常

開
催
と
な
り
、
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
同
期
の
仲
間
と
学
校
側

担
当
の
青
木
要
二
先
生
に
助
け
て
い
た

だ
き
、
当
日
は
同
期
33
名
と
恩
師
3
名

が
集
ま
り
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
、「
母
校
愛
の
リ
レ
ー
」を
終
え

て
の
感
想
は
、「
大
人
の
縣
陵
祭
」の
雰

囲
気
で
同
期
の
仲
間
と
準
備
を
進
め
、

当
日
は
母
校
で
恩
師
を
迎
え
て
、
30
年

前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
す
。

母
校
へ
図
書
購
入
費
と
施
設
整
備
費

を
寄
附
し
、
ま
た
母
校
愛
の
リ
レ
ー
の

特
別
授
業
を
通
じ
て
、
在
校
生
へ
私
た

ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
母
校
へ
の
「
恩
返
し
」
と

後
輩
の
在
校
生
の
心
に
響
き
、
何
か
未

来
に
つ
な
が
る
種
ま
き
に
な
れ
ば
、
幸

い
で
す
。

こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た

先
輩
方
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

縣
陵
、
大
好
き
で
す
。
縣
陵
の
益
々

の
発
展
と
縣
陵
生
の
益
々
の
飛
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

母
校
愛
の
リ
レ
ー
を

　
　
　
　
　
　
終
え
て

県
陵
46
会
母
校
愛
の
リ
レ
ー
実
行
委
員
長

高
　
回
　
荻
須
　
真
尚

46

建築費が高騰したことから、当初の計画の
見直しを行ってきましたが、新たな建設計画
が拡大建設委員会で承認され、いよいよ建設
が始まります。

新たな計画では、建築場所は現在の同窓会
館の場所で、現在の会館を撤去した後、建築
します。当初の計画同様、生徒の学びの場と
しての多目的スペースを確保した、約50坪の
木造平屋建てになります。
また、メンテナンスや、維持管理経費の削
減、バリアフリーにも考慮したものとなって
います。100周年のレガシーとして、県陵の
旧本館のファザードを模した玄関にします。

工事は、建築、解体、電気、衛生空調工事
を分離発注とし、５月中には業者を決め、来
年２月末の完成に向け事業を進めます。

（仮） 縣陵
アカデミー館

情報

（仮） 
縣
陵
ア
カ
デ
ミ
ー
館
着
工
へ

▲（仮）縣陵アカデミー館 模型
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帰
回
春
青

令和 7年 5月 17 日

早
い
も
の
で
卒
業
30
年
、
わ
た
し

た
ち
47
回
生
が
担
当
す
る
番
に
な
り

ま
し
た
。
ま
さ
か
自
分
が
委
員
長
と

し
て
こ
の
大
役
を
や
っ
て
良
い
の

か
？
と
い
う
葛
藤
も
あ
り
ま
し
た
が
、

協
力
し
て
く
れ
る
同
期
メ
ン
バ
ー
の

支
え
も
あ
り
、
何
と
か
や
れ
て
き
た

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

高
校
当
時
の
こ
と
を
少
し
振
り
返

る
と
、
私
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
で
毎
日

仲
間
た
ち
と
暗
く
な
る
ま
で
練
習
に

励
み
、
1
9
9
4
年
3
年
生
の
最
後

の
年
に
県
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
団

体
戦
優
勝
、
個
人
戦
準
優
勝
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
優
勝
し
た
時
に
仲
間
た
ち

と
抱
き
合
い
、
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

全
国
で
は
2
回
戦
敗
退
と
レ
ベ
ル
の

違
い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
話
し
を
元
に
戻
す
と
、
5
年

ほ
ど
前
か
ら
学
年
代
表
と
し
て
母
校

愛
の
リ
レ
ー
引
継
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
参
加
当
初
、
正
直
に
言

い
ま
す
と
”愛
の
リ
レ
ー
“
っ
て
何

で
し
た
っ
け
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
、
参
加
す
る

中
で
先
輩
方
の
取
り
組
ま
れ
て
き
た

内
容
を
お
聞
き
す
る
こ
と
で
記
念
事

業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

約
3
年
前
の
2
0
2
2
年
11
月
に

47
回
生
の
有
志
に
よ
り
「
母
校
愛
の

リ
レ
ー
」
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

同
期
会
を
「
縣
陵
47
（
け
ん
り
ょ
う

よ
ん
な
な
）
会
」
と
し
、
愛
の
リ
レ

ー
に
向
け
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

記
念
事
業
の
メ
イ
ン
で
あ
る
愛
の

リ
レ
ー
講
演
会
で
は
在
校
生
に
対
し
、

少
し
で
も
「
気
づ
き
」
や
「
学
び
」
の

一
助
に
な
る
こ
と
に
重
き
を
置
き
、

企
画
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

大
変
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先

輩
方
が
行
っ
て
き
た
伝
統
を
絶
や
さ

ず
次
の
代
に
引
き
継
げ
る
と
こ
ろ
ま

で
何
と
か
こ
ぎ
着
け
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
同
期

生
が
再
会
し
、
再
び
そ
の
絆
を
強
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。伝

統
あ
る
事
業
を
末
永
く
継
続
し

て
い
く
た
め
に
、
時
代
の
変
化
に
応

じ
て
や
り
方
を
柔
軟
に
変
化
さ
せ
て

い
く
べ
く
、
今
後
担
当
す
る
後
輩
の

方
た
ち
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
よ

う
な
形
で
開
催
準
備
が
で
き
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
記
念
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

様
々
な
ご
指
導
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
、
学
校
の
皆
様
、
同
窓
会
本
部
の

皆
様
、
諸
先
輩
方
に
は
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

県
陵
26
回
は
、
1
9
7
3
年
3
月

22
日
、
そ
の
年
度
の
終
業
式
の
日
に

県
陵
の
木
造
校
舎
ほ
か
5
棟
が
消
失

し
た
時
の
2
年
生
で
す
。
出
火
原
因

は
、
突
き
止
め
ら
れ
な
い
ま
ま
、
新

学
期
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な

り
、
当
時
、
県
議
会
の
社
会
文
教
委

員
会
に
所
属
し
て
い
た
有
賀
正
県
議

（
後
、
松
本
市
長
、
同
窓
会
長
）
の
提

案
で
、
そ
の
年
の
4
月
に
解
体
が
決

ま
っ
て
い
た
、
信
大
文
理
学
部
（
旧

制
松
本
高
等
学
校
）
の
校
舎
を
新
入

生
の
校
舎
に
あ
て
る
こ
と
が
、
電
光

石
火
で
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
高
校
舎
に
関
心
が
あ

つ
ま
り
、
映
画
監
督
で
松
高
O
B
の

熊
井
啓
さ
ん
ら
が
主
導
し
た
保
存
運

動
で
残
り
、
重
要
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
、
旧
松
高
は
学
都
松
本
の
顔
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
を
燃
や
し
て
お
き
な
が
ら
、

不
遜
極
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の

火
災
が
な
け
れ
ば
、
松
高
校
舎
は
残

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
陵
の
O
B
は
、
愛
の
リ
レ
ー
で

再
び
集
い
、
交
流
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
例
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
た

ち
は
、
卒
業
20
周
年
の
時
で
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
私
た
ち
の
学
年
の
ス

タ
ー
的
存
在
だ
っ
た
君
の
突
然
の
旅

立
ち
で
し
た
。
そ
の
時
、
後
に
26
回

の
代
表
と
な
る
古
川
静
男
さ
ん
の
呼

び
か
け
で
、
同
期
で
集
い
、
語
り
、

悩
み
を
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う

と
、
20
周
年
で
集
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
時
、
作
っ
て
同
窓
会
に
寄
贈

し
た
の
が
、
同
窓
会
の
総
会
や
新
年

会
で
着
る
法
被
で
す
。

県
陵
26
回
は
、
2
年
に
一
度
の
ペ

ー
ス
で
ク
ラ
ス
の
持
ち
回
り
で
、
同

期
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

卒
業
50
年
と
言
わ
れ
る
と
随
分
長

い
年
月
が
流
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
26
回
に
は
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で

活
躍
し
て
い
る
仲
間
も
多
く
、
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
同
期

の
絆
を
更
に
強
く
し
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。

母
校
愛
の
リ
レ
ー
実
行
委
員
長

縣
陵
47
回 
愛
の
リ
レ
ー

高
47
回
　
一
志
　
　
淳

県
陵
26
回
副
代
表

卒
業
50
周
年
を
迎
え
て

高
26
回
　
柏
澤 

由
紀
一



松 本 県 ヶ 丘 高 校 同 窓 会 報

同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

会費の納入は、次の4点があります

▲八十二銀行 松本営業部　　　　普通預金　No .1 2 3 1 2 2 0
▲ゆうちょ銀行 清水支店　　　　普通貯金　No .0 0 5 8 0 - 7 - 5 9 3
▲松本信用金庫 本店　　　　　　普通預金　No .0 6 1 6 0 2 7
▲長野県信用組合 松本営業部　　普通預金　No .8 3 8 7 0 3 5
▲長野銀行 松本東支店　　　　　普通預金　No .8 3 8 0 8 3 1
▲JA松本ハイランド本所　　　　普通貯金　No .0 0 0 0 3 0 0
▲JA松本ハイランド松本支所　　普通貯金　No .0 0 0 0 5 9 2
▲JA松本ハイランド塩尻支所　　普通貯金　No .0 0 0 0 4 4 8
▲JAあづみ本所　　　　　　　　普通貯金　No .0 0 0 0 3 5 9

ゆうちょへ他銀行から振り込む場合
［店番］ 0 5 9 　当座　口座番号　0000593
［店名］〇五九　（読み方　ゼロゴキュウ）

ATMからの振り込みの時は
［記号］ 005807
［番号］ 593

　　ゆうちょアプリから振り込む時も同様です。
いずれも、名義は 松本県ヶ丘高校同窓会 です。

〔11〕　 令和 7年 5月 17 日

同窓会費を納めよう!! 同窓会の事業活動は、あなたの同窓会費で支えられています!!

第 43 号

げる計画を企画いたしました。本会の財政
安定のため、各年次のご理解ご協力をお願

会費の使い道は、母校支援、会報の発行、同
窓会館・陵友館の維持、同窓会活動等となりま
す。会員各位のご理解をお願いいたします。
右記の口座に是非振込みをお願いします。
その際、氏名のご記入をお願いします。また、
氏名の前に卒業回または年を入れてください。
県外の方は、地元の金融機関に口座をお持ち
でないと思われますので、カードでのお支
払いが有効かと存じます。
同窓会の事業活動は会費がすべてであり
ます。毎号会費納入をお願いしております
が、余り成績は芳しくありません。そこで
本年度も各年次100名を目標に納入率を挙

◇寄贈図書・寄贈品◇

いするものであります。
　　　　※同窓会費は年額2,000円です。

①郵便局振込用紙を利用するもの
②同窓会指定の金融機関本人名義の口座
　から引落しするもの（5行4農協）
③口座の無い方、クレジットカードなど
　で支払うもの
④現金で直接支払うもの

◇寄付者名簿◇ （敬称略）
《同 窓 会》

山 田 宏 徳
高 山 正 宣
巽 　 俊 哉
伊 藤 静 彦
掛 川 有 一
奥 原 貞 夫
望 月 幸 雄
永 田 達 郎
仙 石 正 和
増 田 忠 明
中 村 成 一
田 澤 直 人
田 中 勝 利

前 田 節 子
二 木 定 徳
宮 本 清 道
小 川 浩 明
吉 岡 佳 江
塩 原 治 行
赤 羽 和 弥
遠 藤 正 典
小 出 繁 美
石 川 元 也
松 尾 　 衛
中 村 英 章
清 水 邦 彦

稲 田 洋 介
太 田 慶 徳
関 　 正 守
足 立 陽 子
竹 内 忠 彦
加 藤 敏 紀
中 島 忠 之
髙 山 　 真
小 澤 賢 一
三 澤 清 重
松 下 　 収

《奨 学 金》

e-会員のオンライン送金　百周年のオンライン送金と同様にホームページから送金を受け付けます。詳しくは、kenryo.org をご覧ください。

永 井 正 昭
掛 川 有 一
木 下 藤 恒
望 月 幸 雄
岩 原 正 勲
近 藤 博 裕
小 松 　 勝
西 澤 　 傅
小 川 浩 明
吉 岡 佳 江

塩 原 治 行
丸 山 正 典
遠 藤 正 典
三 澤 文 男
酒 井 宏 和
依 田 正 直
稲 田 洋 介
関 　 正 守
北和田 清 文
斉 藤 寿 卓

牧 野 　 昭
加 藤 敏 紀
上 野 友 明
中 島 忠 之
木 村 忠 美
百 瀬 征 男
宮 坂 敏 行
竹 内 邦 司
鈴 島 　 務
三 澤 清 重

次回、母校愛のリレー事業は 高48回生担当です。
転居・改姓のときには、ホームページの住所変更フォーム
あるいは 同窓会事務局（☎0263-32-0666）へご連絡を！

ご協力をお願い致します。ご協力をお願い致します。

寄贈品 寄贈者

❖令和６年 春の叙勲❖

表彰表彰表彰
受章 おめでとうございます

❖令和６年 高齢者叙勲❖
○瑞宝小綬章　高 7 　　腰原　哲朗
○瑞宝双光章　高 7 　　小林比佐雄
○瑞宝双光章　高 7 　　酒井　宏和
○瑞宝双光章　高 7 　　中條　錠二
○瑞宝双光章　高 7 　　長岡　　壽
○瑞宝双光章　高 7 　　一ノ瀬健二
○瑞宝双光章　高 7 　　大輪　敏雄
○瑞宝双光章　高 7 　　波場　睦夫
○瑞宝双光章　高 7 　　宮川　昭一
○瑞宝双光章　高 7 　　中川　幸郎
○瑞宝双光章　高 7 　　松岡　泰弘
○瑞宝双光章　高 7 　　小河　深美
○瑞宝双光章　高 7 　　青木　文雄

○瑞宝中綬章　高15　　仙石　正和
○瑞宝双光章　高21　　中澤　利行
○旭日単光章　高19　　平出　芳雄

資　料 どーゆーの？信州ブラジル紀行４話
　　　　教師奮闘100周年 DVD１枚
百人一首 １セット

常盤　欣司氏
髙山　　享氏

高11
高44

○瑞宝双光章　高 7 　　川上　幸一
○瑞宝双光章　高 7 　　小松　啓三

❖令和６年 高齢者叙勲❖

－漢方薬・ダイエット・免疫療法相談－

薬剤師 高宮 深音（高32回）

〒390-0811 松本市中央 1-26-1
TEL 0263－34－5056

URL:http://www.keishindo.net
mail:takamiya@po.mcci.or.jp

定休日：日曜・祝日

あいそう社
冠婚葬祭・イベントプロデュース
（寺院葬は事前にご相談下さい）

笠原伸二（高30回）

TEL 0263-87-6656

松本市・安曇野市・塩尻市の終活から寺院葬まで

松本市大手 3-3-5（松本市立博物館前）

営業時間　平日9時～19時　土・日・祝10時～17時
定 休 日　月曜日・年末年始
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松
本
県
ヶ
丘
高
校
剣
道
部
O
B
・

O
G
会（
会
の
正
式
名
は「
県
陵
剣
道

部
O
B
・
O
G
会
」）
が
正
式
発
足
し

て
約
10
年
に
な
り
ま
す
。

O
B
・
O
G
会
名
簿
は
、
こ
の

1
0
0
年
の
歴
史
の
中
で
剣
道
部
に

所
属
し
た
す
べ
て
の
卒
業
生
を
ま
だ

網
羅
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
開
催
す
る

た
び
に
各
自
の
知
己
を
頼
っ
て

O
B
・
O
G
を
集
め
て
い
る
状
況
で

す
。こ

の
「
県
陵
剣
道
部
O
B
・
O
G

会
」
が
で
き
た
経
緯
は
、
長
野
県
剣

道
界
を
引
っ
張
ら
れ
て
い
た
百
瀬
寛

さ
ん
や
大
滝
さ
ん
等
が
中
心
と
な
り

「
剣
友
会
」と
い
う
Ｏ
Ｂ
会
を
作
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
近
辺
で
適

時
集
ま
っ
て
O
B
・
O
G
会
を
開
い

て
い
ま
し
た
が
、
10
年
前
に
縦
の
ラ

イ
ン
が
繋
が
り
、
先
輩
諸
氏
が
「
ど

う
せ
な
ら
全
員
集
ま
ろ
う
!
」
と
各

階
層
の
O
B
・
O
G
の
皆
さ
ん
に
呼

び
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
幹
事
会
を
発
足
さ
せ
、
会
則

を
作
り
、
原
則
1
年
に
1
回
は

O
B
・
O
G
会
を
開
催
し
よ
う
と
い

う
強
い
意
気
込
み
で
始
ま
り
、
そ
の

結
果
現
在
で
は
高
校
15
回
卒
の
先
輩

か
ら
67
回
卒
の
若
手
ま
で
、
集
ま
っ

て
貰
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
3
年
ま

で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
会
は
中
止

に
し
ま
し
た
が
、
2
0
2
4
年
か
ら

復
活
し
て
い
ま
す
。
毎
回
四
十
数
名

が
参
加
し
て
頂
い
て
お
り
、
中
に
は

東
京
を
始
め
県
外
か
ら
も
参
加
し
て

頂
い
て
い
る
会
員
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

単
な
る
飲
み
会
に
な
ら
な
い
よ
う
、

剣
道
部
O
B
・
O
G
の
中
で
執
筆
活

動
を
さ
れ
活
躍
し
て
い
る
方
や
大
学

で
講
師
を
さ
れ
て
い
る
方
に
お
話
し

を
し
て
頂
い
た
り
し
て
、
参
加
者
が

満
足
し
て
ま
た
参
加
し
よ
う
と
思
え

る
O
B
・
O
G
会
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

高
27
回　

小
山　

高
史

縣
陵
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
会
長

県
陵
剣
道
部
O
B
・
O
G
会 

「手の中の少女」
２年　中村 穂乃香

「森の隠れ家」
２年　前川 百花

「光芒」
２年　鈴木 琴那

白虹会

ギャラ
リー

「ティポタ」
２年　田中 志歩

「月光」
２年　石野 葉奈

「まなざし」
２年　一之瀬 穂乃実

「垣間みる共生」
２年　片山 友里

3 年　廣瀨　誠
県展奨励賞

「山にすむ」

写
真
部

写
真
部

3 年　水谷　俊介
県展生徒が選んだ一点賞

「ほうき星」

田中　葉
R6 県代表作品

「春のおとづれ」

2年　田中　蒼
R7 県代表作品

「巣立ち親を追いかけて」

田中　葉
県連優秀賞

「ご飯だヨ！全員集合」

2年　田中　蒼
県展優秀賞

「美味しそうなのみっけ」



ふるさと通信ふるさと通信
パ
ル
コ
と
井
上

高34回
前澤 弘一

「
松
本
パ
ル
コ
」
が
2
月
28
日
に
閉
店
し
ま
し
た
。

1
9
8
4
年
8
月
の
開
業
以
来
、
約
40
年
間
に
わ
た
っ

て
最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
文
化
の
発
信
地
と
し
て
若

者
ら
を
惹
き
つ
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近

年
は
他
の
商
業
施
設
と
の
競
争
激
化
や
電
子
商
取
引

（
Ｅ
Ｃ
）の
普
及
で
売
り
上
げ
が
低
迷
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

最
終
日
、
営
業
を
終
え
た
午
後
8
時
過
ぎ
に
店
舗
前
で
お
別

れ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
を
は
じ
め
と
す

る
約
1
5
0
0
人
が
集
ま
り
、
別
れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
パ

ル
コ
に
感
謝
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
パ
ル
コ
の
後
利
用
を

巡
っ
て
は
、
東
京
の
商
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
ラ
イ

ブ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
食
品
フ
ロ
ア
を

備
え
た
商
業
施
設
の
再
オ
ー
プ
ン
計
画
が
あ
り
、
関
係
者
間

で
詰
め
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
井
上
」
が
3
月
31
日
を
も
っ
て
松
本
駅
前
店
舗
で
の
営
業

を
終
了
し
ま
す
。
明
治
18
年
に
呉
服
業
と
し
て
創
業
以
来

1
4
0
年
間
に
わ
た
り
デ
パ
ー
ト
と
し
て
松
本
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
世
代
の
私
に
と
っ
て
昔
か
ら
お
使

い
物
や
贈
り
物
は
井
上
で
買
う
こ
と
が
多
く
、
そ
し
て
井
上

の
包
装
紙
と
手
提
げ
袋
は
一
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
競
合
他
社
の
進
出
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
台

頭
な
ど
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
松
本
を
象
徴
す
る
存
在
だ
っ

た
だ
け
に
閉
店
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
山
形
村

に
あ
る
系
列
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
シ
テ
ィ

21
」
と
統
合
し
次
へ
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
よ
う
で
す
が
、

中
心
市
街
地
か
ら
居
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
限
り
で
す
。　

さ
て
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
や
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
松
本
市
で
は
昨
年
7
月
に
商
業
関
係
者
や
学

識
経
験
者
等
で
構
成
す
る
「
中
心
市
街
地
再
設
計
検
討
会

議
」
を
立
ち
上
げ
、
パ
ル
コ
と
井
上
閉
店
後
の
再
活
性
化
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
が
無
く
な
っ
て
も
、

市
民
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
、
誰
も
が
親
し
み
や
す

い
ま
ち
、
そ
し
て
元
気
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

松 本 県 ヶ 丘 高 校 同 窓 会 報 第 43 号〔13〕　 令和 7年 5月 17 日

小澤　岳志（高38回）

〒390-0815　松本市深志3-7-43
TEL：0263-32-6310　FAX：0263-32-7350

https://baifukaku.jp

ビルから住宅まで、解体工事なら何でもおまかせ下さい!

TEL 0263-25-9201
〒390-0835　松本市高宮東3番35号

株式会社みすず建設
代表取締役　山﨑公郁（高34回）

第60回 関東高等学校演劇研究大会–松本会場–
に出場しました。 松本県ヶ丘高等学校 演劇部

長野県代表として、無事に参加、上演し、
多くのお褒めの言葉をいただきました。
上位入賞しつつもその上の大会に出場す

ることはできませんでしたが、目標はもう一
年先に託されたと思っています。また、この
取り組みを通じて、同窓会の多くの先輩方
に励まされ、ご支援をいただきました。参加、
上演できたのは紛れもなくそのご支援のお
かげです。厚く御礼申し上げます。

私たちの「『砂漠の情熱』より」という、セ
リフの数が極めて少ない異色の作品は一年
間の時間を掛けて、一歩ずつ進んでいった
作品です。というより、一歩ずつしか進めな
かった作品でした。そのくらい難しい台本に
取り組んだおかげで、その演出で本当に見
た人に伝わるのか、記号みたいな安易な演
技でいいのか、音楽や照明の効果に逃げて
いないか、その装置は本当に必要なのか、

毎回のように徹底的に考えることになりま
した。形こそ違いますが、それもまた大がか
りで徹底的な探究のプロセスでもあります。
７月の文化祭から始まった取り組みの中で、
次のステージに上がるたびに課題が見えて、
そこを解決するために、本気でやることを
全てやりました。顧問の台本に、みんな心を
鬼にして注文をつけ、3回書き直してもらい
ました。相手が顧問だからできたことで、同
じ生徒同士だったら、部は分裂したでしょう。
新しい試みにもチャレンジしました。今ま

で持っていなかったパンチシートをなけな
しの資金を投じて購入しました。でも物さえ
あればできるという単純なものではありま
せん。その扱いを含めて、全部で90分しか
ないリハーサルの中でいかに短時間に徹底
できるか検討し、自前の器具まで設計して
作りました。関東大会の他校のリハで見た
パンチの敷き方を参考にして、自分たちの

敷き方を検討し、本番直前の時間を割いて
までシミュレーションし､一人一人の動きま
で決めました。

これらはほんの一例です。そうやってたど
り着いた本番の出来をどう思われるかは、
見てくださったお客様が決めることです。で
も私たちにやれることは全てやり、狙ったこ
とはすべて表現できました。結果は優秀賞
で終わりましたが、私たちは、他では決して
見られない唯一無二の舞台を作りました。
そして周囲に手伝う人が増えて仲間になり、
プロフェッショナルに触れる機会を得てそ
の知恵を吸収し、保護者や卒
業生や学校の大人に評価さ
れてご支援をいただき、行け
るところまで行こうと本気で
言い続けて、それが私たちの
合い言葉になりました。
それって、すごいことでは

ないですか？
演劇とは一本の道です。み
んなが歩きやすい道である
ほど、私たちは先に行けるの
です。そして「どうして演劇に
入ったの？」と時々聞かれま
すが、そんなの簡単です。
その道の先の、見たことの

ない風景を見たいからです。
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令和6年度　事業報告・決算報告

令和 7年 5月 17 日

科　　目 当 年 度 前 年 度 増　減

正味財産増減計算書
（単位：円）

⒈重要な会計方針
　⑴固定資産の減価償却の方法
　　建物

　⑵消費税等の会計処理
　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。
⒉基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

平成 19 年 4 月 1 日以後事業の用に供した減価償却資産に係る定額法
新会計基準（平成 16 年改正基準）適用初年度の期首の帳簿価額を取得
価額とみなし、適用初年度から実施することとした。
この減価償却を実施するに際して適用する耐用年数は、新規に取得
した場合の耐用年数から経過年数を控除した年数によっている。

科　 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

　土　　　地
　　　　　　 小　計
特定資産
　奨学資金引当預金
　減価償却引当預金
　奨学資金貸付金
　　　　　　 小　計
　　　　　　 合　計

（単位：円）

（注）※1　土地の当期増加額は、固定資産税評価額における評価益の計上額である。

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

財務諸表に対する注記
正味財産増減計算書

（単位：円）令和6年4月1日から令和7年3月31日まで
支出の部 収入の部

科　目

　資産合計

金　額 科　目 金　額

貸借対照表
母校創立100周年記念事業　特別会計

（単位：円）令和7年3月31日現在
資産の部 負債の部

正味財産の部

科　目 金　額 科　目 金　額
経常費用
　事業費
　　通 信 費
  　 雑　  費
当期経常費用計①
過年度費用
　事業費
　　過年度支払助成金
　　過年度式典祝賀会関係費
　　過年度記念品制作費
　　過年度広告宣伝費
　　過年度通信費
　　過年度消耗品費
　　過年度印刷費
　　過年度会議費
　　過年度収納代行他手数料
　　過年度雑費
過年度費用計②
費用合計③（①＋②）
収支差額⑥－③

経常収益
寄付金収入等
　一般寄付金収入
　雑収入
当期経常収益計④
過年度収益
寄付金収入等
　過年度一般寄付金収入
　過年度利息収入
   過年度記念品収入
　過年度雑収入
　過年度祝賀会会費収入

過年度収益計⑤
収益合計⑥（④+⑤）

（単位：円）
科       目 当 年 度 前 年 度 増　減

　負債・正味財産合計

69,303,529
69,303,529
98,671,827

27,196,489
27,196,489

16,113,330
27,696,520
16,658,000
60,467,850
87,664,339

※1
161,142
161,142

289
1,126,400
1,500,000
2,626,689
2,787,831

0
0

0
0

1,650,000
1,650,000
1,650,000

27,357,631
27,357,631

16,113,619
28,822,920
16,508,000
61,444,539
88,802,170

306
665,200

13,451,400
55,050
456,500
1,357,000
227,955

16,213,411

9,419,621
5,221,584
14,641,205
1,572,206

161,142

0
161,142
1,733,348

150,839,040
152,572,388

0
152,572,388

289
647,600

13,210,000
53,550
417,500
875,000
254,533

15,458,472

8,679,887
4,436,819
13,116,706
2,341,766

0

0
0

2,341,766
148,497,274
150,839,040

0
150,839,040

17
17,600
241,400
1,500
39,000
482,000
△ 26,578
754,939

739,734
784,765
1,524,499
△ 769,560

0

0
161,142

△ 608,418
2,341,766
1,733,348

0
1,733,348

１．令和 6年度通常総会
　　　日　時　令和 6年 6月15日（土）午後 5時～ 6時 01分
　　　場　所　ホテルモンターニュ松本
　　　　　　　事業報告・決算、事業計画・予算、100周年記念事業他
　　　　　　　出席者　119名　委任状　379名
　　　　　　　終了後　懇親会（高48回）　6時17分～ 7時50分
２．育英奨学金の貸与及び返還事務
　　　 6年度貸与者　継続 2名、新規 1名
　　　　　　　　　　返済予定者13名、うち猶予者 0名
３．母校への教育助成
　　　12月 9 日　100万円助成
　　　新入生（徽章）、卒業生（印鑑）、エアコン貸与金返済
４．母校教育振興への支援
　　　クラブ活動及び留学生への支援　該当なし
５．同窓会費納入への促進
６．学校創立100周年記念事業
　　　⑴アカデミー館の建設
　　　　建設委員会の開催　 9月17日、10月 2 日、12月12日
　　　　　　　　　　　　　当初の会館西側案から東側案に建設地の
　　　　　　　　　　　　　変更承認
　　　　詳細設計の作成　　令和 7年 4月予定、建設業者入札 5月以降
　　　⑵百年誌・人物誌・写真集の発行
　　　　写真集・人物誌　　令和 7年 6月発刊
　　　　百年誌　　　　　　年内発刊予定
　　　⑶あがたの泉（仮称）　アカデミー館建設終了後
７．母校愛のリレー　令和 6年 4月27日（土）午前 9時30分～12時
　　　　　　　　　　高46回「県陵46会」
８．「同窓会報」第42号発行
　　　発行日 5月18日　発行枚数 22,000部、全員配布は今年度で終了
９．学校・同窓会・あがた会連絡協議会の開催
　　　令和 6年 5月10日（金）　梅風閣
10．支部・組織の育成強化
　　　開催状況
　　　　東京6月8日、関西7月13日、芳川6月1日、朝日6月8日、穂高6月16日、
　　　　三郷6月23日、塩尻6月23日、市役所あがた会7月17日、豊科7月20日、
　　　　明科7月21日、鎌田8月4日、あずみ野11月16日、木曽11月30日、
　　　　佐久11月30日、今井2月8日、入山辺2月16日
11. 各種団体連絡会の推進
　　　第31回県陵新年会（県陵成人式）
　　　令和 7年 1月 3日（金）　ホテルブエナビスタ　127名参加
　　　第75回卒業生（成人）12名参加

１流動資産
　  現金預金
　  事業仮勘定
２固定資産
　 ⑴その他固定資産
　　定期預金
　　土　　地

70,539,153
3,201,165

5,016,261
19,915,248
98,671,827

流動負債
　一般会計より繰入負債
　前受金
　　負債合計

26,737,998
2,630,300
29,368,298

正味財産
　正味財産合計

64,336
4,521
68,857

4,281,000
4,663,995
456,884
580,550
1,037,522
740,186
2,114,911
1,653,945
5,156,927
670,818

21,356,738
21,425,595
69,303,529
90,729,124

223,592
1,700

225,292

86,920,531
14,561
532,740
243,000
2,793,000

90,503,832
90,729,124
90,729,124

Ⅰ 一般正味財産増減の部 
　1 経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　①特定資産運用益
　　　②受取入会金
　　　③受取会費
　　　④事業収益
　　　⑤受取寄付金
　　　⑥総会・懇親会収入
　　　⑦雑収益
　　　　　経常収益計
　　⑵経常費用  
　　　①事業費 
　　　②管理費 
　　　　　経常費用計
　　　　　当期経常増減額
　2 経常外増減の部    
　　⑴経常外収益  
　　　　　経常外収益計
　　⑵経常外費用  
　　　　　経常外費用計
　　　　　当期経常外増減額
　　　　　当期一般正味財産増減額
　　　　　一般正味財産期首残高
　　　　　一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正味財産増減の部
Ⅲ 正味財産期末残高

Ⅰ 資産の部
　　1. 流動資産
　　　　現金預金
　　　　流動資産合計
　　2. 固定資産
　　　⑴基本財産
　　　⑵特定資産
　　　⑶その他固定資産
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産合計
Ⅱ 負債の部
　　　負債合計
Ⅲ 正味財産の部
　　1. 一般正味財産
　　（うち基本財産への充当額）
　　（うち特定資産への充当額）
　　　　正味財産合計
　　　　負債及び正味財産合計

40,186,127
40,186,127

27,357,631
61,444,539
23,584,091
112,386,261
152,572,388

0

152,572,388
（27,357,631）
（61,444,539）
152,572,388
152,572,388

38,364,380
38,364,380

27,196,489
60,467,850
24,810,321
112,474,660
150,839,040

0

150,839,040
（27,196,489）
（60,467,850）
150,839,040
150,839,040

1,821,747
1,821,747

161,142
976,689

△ 1,226,230
△ 88,399
1,733,348

0

1,733,348
0

976,389
1,733,348
1,733,348

貸借対照表

合　　計 合　　計

12.　第22回県陵親睦ゴルフコンペ
　　　令和6年5月12日～13日　浅間カントリーCC　260名参加
13.　事業引継会
　　　⑴愛のリレー　11月22日　高51回まで、高50回は欠席
　　　⑵総会懇親会　11月14日　高51回まで、高50回は欠席
14.　同窓会館・陵友館の運営及び維持管理
　　　陵友館の利用　通年利用可（年末年始を除く）コロナ防止、席開けて利用

令和7年3月31日現在
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編

集

後

記

【 広　報　部 】
広報部長
広報副部長
広報部員
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃

笠原　伸二（高30回）
淺川　貴央（高41回）
宮澤　　郁（高28回）
日下部 英司（高30回）
西森　尚己（高31回）
前澤　弘一（高34回）
西牧　秀章（高34回）
小澤　英俊（高43回）
丸山　　剛（高48回）
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◇訃報◇　ご冥福をお祈りいたします （令和7年４月１日連絡分までを掲載）敬称略

伊 藤 侃 爾
竹 村 一 司
寺 島 三 郎
藤 森 しのぶ
坂 本 　 保
足 助 則 行
中 野 永 吉
村 瀬 　 宏
高 橋 　 弘
小岩井 千 里
飯 森 計 夫
西 村 詩 郎
安 藤 良 人
岩 坂 哲 郎
犬 飼 一 雄
田 嶋 幸 男
丸 山 　 弘
上 條 　 勉
三 澤 良 二
中 澤 清 二
横 山 　 真
堀 内 深 志
中 沢 寿 博
山 崎 信 而
平 林 光 雄

旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
中 11
中 13
中 16
中 17
中 17
中 17
中 17
中 20
中 21
中 21
中 21
中 22
中 22
高 1
高 1
高 2
高 2
高 2

丹 羽 康 平
千 野 幸 隆
板 花 　 達
千 葉 勲 人
宮 下 忠 男
津 田 正 彦
小 澤 弘 三
飯 澤 　 章
赤 澤 茂 徳
今 溝 仙 子
増 田 硬 義
百 瀬 万 雄
中 沢 　 明
丑 山 賢 二
丸 山 金 治
清 水 経 明
山 内 知 明
清 澤 由 之
下 條 修 雄
曽 山 哲 雄
大 輪 敏 雄
宮 川 昭 一
市 川 　 昊
波 場 睦 夫
渡 辺 治 登

高 2
高 3
高 3
高 3
高 4
高 5
高 5
高 5
高 5
高 6
高 6
高 6
高 6
高 6
高 6
高 6
高 6
高 7
高 7
高 7
高 7
高 7
高 7
高 7
高 8

浅 澤 　 喬
西 澤 瑞 夫
田 中 貞五郎
玉 井 克 彦
上 條 昇 一
平 林 貞 次
前 田 敏 明
大久保 俊 文
山 崎 眞 義
水 下 慶 子
徳 原 　 靖
宮 島 長 雄
岡 部 道 雄
滝 澤 由 永
高 嶋 厚 人
山 田 和 夫
米 倉 裕 史
飯 沼 幸 二
戸 田 剛 史
青 山 　 繁
縣 　 廣 雄
平 林 洋 一
松 尾 雄 司
小 引 孝 志
斎 藤 勝 則

高 8
高 8
高 8
高 8
高 9
高 9
高 9
高 10
高 10
高 10
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 12
高 12
高 13
高 14
高 15
高 15
高 16

小 松 　 晃
坂 本 恒 男
滝 沢 俊 明
水 上 　 裕
三 澤 政 興
堀 田 　 武
高 山 秀 実
美谷島 俊 久
丸 山 好 夫
遠 藤 健 夫
赤 羽 彰 雄
塩 野 　 昇
宮 川 　 操
北 澤 智 彦
奥 原 達 幸
堀 内 政 文
高 橋 公 一
藤 森 しのぶ
三 村 修 一
赤 羽 崇 志
刈 間 俊 也
倉 科 克 己
大 野 征 二

高 17
高 17
高 17
高 17
高 18
高 18 通
高 19
高 19
高 20
高 20
高 21
高 21
高 21
高 24
高 24
高 25
高 26
高 26
高 27
高 28
高 34
高 38
高 39

コ
ロ
ナ
禍
に
驚
き
、露
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

驚
き
、大
谷
翔
平
の
快
挙
に
喜
ん
で
い
る
う

ち
に
、ト
ラ
ン
プ
流
の
政
策
に
翻
弄
さ
れ
る

日
々
。温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
を
食
い
止

め
る
活
動
を
後
回
し
に
し
て
、目
の
前
の
自

国
の
経
済
を
優
先
す
る
潮
流
に
、世
界
が
飲

み
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。次
世
代
の
、そ

し
て
未
来
の
子
供
た
ち
に
健
康
な
地
球
環

境
を
残
す
こ
と
を
、い
ま
を
生
き
る
地
球
人

は
最
優
先
し
て
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
▼
世
界

の
あ
ち
こ
ち
で
続
く
紛
争
は
、た
や
す
く
解

決
で
き
る
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。取
引
や
国

力
の
大
小
で
は
な
く
、対
話
を
進
め
る
方
策

を
見
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
▼
次
世

代
の
人
財
を
育
成
す
る
高
校
の
三
年
間
の

た
め
に
、我
々
先
輩
と
し
て
手
助
け
で
き
る

こ
と
は
何
か
。1
0
0
周
年
を
機
に
母
校
へ

の
恩
返
し
と
、
同
窓
生
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、

未
来
へ
の
展
望
を
開
い
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

こ
の
同
窓
会
報
が
そ
の一
助
と
な
ら
ん
こ
と

を
切
に
願
う
。　
　（
編
集
長
　
笠
原
伸
二
）

　　　

１．令和7年度通常総会
　　　日　時　令和7年6月21日（土）午後5時から
　　　場　所　ホテルモンターニュ松本
　　　　　　　事業報告・決算、計画・予算、役員改選他
　　　　　　　終了後　懇親会（担当高49回生）
２．育英奨学金の貸与および返還事務
　　　7年度貸与者　継続　1名・新規　1名
　　　　　　　　　　返済予定者　14名（うち新規　1名）
　　　　　　　　　　猶予者　1名（奨学金一時（短期）貸与者）
３．母校への教育助成　
　　　教育助成金　100万円　
　　　新入生（徽章）、卒業生（印鑑）への記念品贈呈、
　　　エアコン貸付金返済
４．母校教育振興への支援
      　県陵の学びを支援する会への協力、ふるさと納税、
　　　信州学び応援寄付金の促進
　　　クラブ活動及び留学生への助成（教育活動振興助成）
５．同窓会費納入の促進
　　　会費自動振替の推進、会費納入増加対策（各年次100名以上）
６．学校創立100周年記念事業
　　　アカデミー館の建設、百年誌他3部作の発刊、あがたの泉掘削

７．母校愛のリレー
　　　令和7年4月19日（土）高47回生　
８．「同窓会報」第43号発行　　
　　　発行日　　5月15日　発行部数　5,000部
９．学校・同窓会・あがた会連絡協議会の開催
　　　5月16日（金）予定
10．同窓会及び年次の活性化
　　　若手年次・OB会への組織強化、助成金の支援
11．支部組織の育成・強化
　　　支部助成金の支援
12．各種団体連絡会の推進
　　　第32回県陵新年会（県陵成人式）
　　　令和8年1月3日（土）　午後1時から　
　　　場所　ホテルブエナビスタ3階　　　　　　　
13．第23回県陵親睦ゴルフコンペへの協力
　　　令和7年5月18日（日）、19日（月）　浅間カントリーCC
14．ホームページの運用
　　　メールアドレス info@kenryo.org
　　　ホームページ http://kenryo.org/
15．同窓会館・陵友館の運営および維持管理
　　　同窓会館の解体、陵友館の一部改修

事
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令和 7 年度令和 7 年度 同窓会通常総会ご案内

松 本 県 ヶ 丘 高 校 同 窓 会 報 第 43 号 〔16〕令和 7年 5月 17 日

県陵新年会 報告県陵新年会 報告

期　日：令和７年６月21日（土）
会　場：ホテルモンターニュ松本

（松本市巾上3-2）

総　会：午後5時から
受　付：午後4時から

総会・懇親会のご案内
第40回 縣陵関西同窓会第40回 縣陵関西同窓会 第58回 松本県ヶ丘高等学校 東京同窓会

 総会・懇親会のご案内
第58回 松本県ヶ丘高等学校 東京同窓会

 総会・懇親会のご案内

KEEP WALKING
#縣陵トーキョウ同窓会

「第31回県陵新年会開催報告」
企画部長　高26回  柏澤 由紀一

令和7年1月3日（金）、ホテルブエナビスタを会
場に恒例の第31回県陵新年会が開催されました。
参加者総数は、127名。内、12名は今年二十歳を
迎えた75回生で、今年も県陵成人式において、頼
もしい「二十歳の決意・抱負」を紙飛行機に乗せ

て語っていただきました。新年会の中で、100周年事業の目玉として、取り組んでいる、同
窓生の集いの場であり、在校生の新たな学びの場として、建設を予定している（仮称）県陵
アカデミー館について、建築資材の価格高騰に伴う、計画の一部変更について、大澤慶哲
担当副会長から、経過説明と今後の方針について、説明する場を設けました。
新年会は、コロナ禍にあっても、オンラインを取り入れるなど、工夫して、途切れることな
く開催してきました。かつては、200人を超える参加者がいましたが、ここ数年は、参加者
数が130人前後で推移していることから、今後開催会場についても検討を重ね、より楽しい
新年会の開催を目指します。

令和8年1月3日(土)

令
和
 
年
8県陵新年会令
和
 
年
8県陵新年会

新春賀詞交歓会
県陵成人式もあります!!

第32回

次

告

回
予

集
れま!!

■日　時：令和７年７月12日（土）
　　　　　13：00～16：30
■会　場：「まちラボ」富国生命ビル４Ｆ　
　　　　  （JR大阪駅・メトロ梅田駅より徒歩５分）
■ＴＥＬ：06-6312-3407

１９７０年大阪万国博開幕の年に発足　55周年

（６月に正式にご案内発送致します）

大阪梅田で
会いましょう! 日時：2025年 6月14日（土）

■ 開場：13：00　■ 総会：13：30～
■ 懇親会：14：20～16：30

一、令和６年度事業報告および決算報告・監査報告

一、令和７年度事業計画および予算審議

一、役員改選

一、その他

議
　
事

■会場：アルカディア市ヶ谷　私学会館 3階　富士の間
■東京都千代田区九段北4-2-25
（JR中央線/地下鉄市ヶ谷駅から徒歩2分）　■TEL:03-3261-9921

テ
ー
マ

■ 同窓会連絡先：090－5066－8349（仲澤）

午後１時から
（会場は決まり次第HPに掲載します）

★会費 7,000円
★新成人と卒業後５年以内のみなさん
　　　　　（72～76回生）3,000円
過去３年間にご参加いただいた方、
年次代表には、DMでお知らせします。

同窓会報の配布変更について
同窓会報は今号で43号の発行となりました。
この間、同窓会活動の報告、学校の現況、同窓会員の動向などをお
知らせするために、同窓会員全員への配布を行ってまいりました。
しかし近年頓に送達にかかる費用が増大し、このままでは発行に
支障をきたすほどになりました。またペーパーレス社会が浸透してき
たこともあり、紙ベースでの発行を見直すことも検討されてきました。
このため今年度の第43号は、前年度の年会費を納入していただい
た会員には、従前どおりの配布とし、そのほかの会員には、同窓会ホ
ームページに公開するＷＥＢ版同窓会報をご覧いただくこととします。
会員各位にはご理解を賜りますとともに、あらためて同窓会費の
納入をお願いする次第です。
尚、会報発送後の住所不明での返却分につきましては、住所確認
が困難なため再送付の手配ができません。何卒住所の変更届けを徹
底してお願いします。

県陵親睦ゴルフコンペ事務局 ごあいさつ
県陵親睦ゴルフコンペも今年で２３回を迎えます。昨年より事務局を務めさせて頂く
事になりました西牧秀章（３４回卒）です。さて、全国各地から同窓生が集う県陵ゴルフ
コンペは、２５０名を越える他に類を見ない規模のコンペになりました。このコンペは高
５回の先輩方が中心となり企画運営されたのが起源です。その５回卒の先輩方も昨年
の大会が最後の区切りとなりました（昨年は残念ながら大雨で中止となりましたが）。
今年からは、１０回卒の先輩方を筆頭に４１回卒までほぼ全年次が参加して年次対抗
戦を繰り広げます（今年は４７回生にもご参加を頂きます）。コンペは参加人の状況によ
り日曜日と月曜日の2日で執り行う予定です。事務局はたいへんな仕事ですが、多くの
先輩後輩の方々と触れ合うことが出来、貴重な体験をさせて頂いている思いです。年
次代表の皆様、東京同窓会アルペン会等々の先輩後輩の皆様に寄り添って頂きなが
ら頑張りたいと思います。最後になりますが、コンペの課題として４０回代、５０回代の
皆さんにご参加頂く事です。先輩から引き継いだコンペを今後も発展させていくため
には若き力の参加が必要です。魅力のある県陵コンペを築き上げていくために、皆様
方のご協力をお願いします。

■申込締切：ホームページからの申込 6/6（金）
■申込締切：は が きから の 申込 6/2（月）

詳細は

縣陵東
京ネット

を

ご覧くだ
さい

https://k
enryo-to

kyo.net

長野県松本県ヶ丘高等学校同窓会一般社団法人
事務局

〒390-0812　長野県松本市県３‒７‒７
TEL 0263-32-0666　FAX 0263-32-8199
https://kenryo.org  　E-mail info@kenryo.org


